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1 背景	 

	 2006 年「高齢者、障害者等の移動等の円滑化

の促進に関する法律」（通称：バリアフリー新

法）が制定された。しかし、地域や行政による

差があり、身障者や高齢者等の歩行弱者に対す

る整備が十分でなく、活動が制限されている。	 

	 歩行弱者等が容易に移動できる経路の提示を

目的とした既存研究として、矢入らは外出前に

情報を得ることを目的とし、身体的な状態に着

目して通行できない経路を除いた 短経路を

適経路として提示[1]することを提案した。しか

し、利用者は「 適経路の方が人通りが少なく

通りやすくはあるが、 短経路のほうがすき」

等と回答したと報告されており、 適経路が必

ずしも利用者に 適な結果を導き出せていない

という課題があることがわかる。また、和泉ら

は身障者の身体的負担のみではなく、心理的負

担も考慮した 適経路探索手法の提案[2]を行っ

たが、具体的にどのような要因を考慮するかに

ついては明らかにされていない。	 

	 我々は、車椅子利用者を対象として、車椅子

利用者の 適な移動経路を計算機上で再現する

ために、対象地の選定、経路の詳細な調査、車

椅子利用者による実際の走行実験、ワークショ

ップ（以下 WS）での意見収集、経路の詳細な比

較などを通じて、 適経路探索時に考慮すべき

要因を明らかにすることを研究の目的としてい

る。これまでに複数の要因を考慮した経路探索

の実装について報告を行っている[3]。本論文で

は、経路探索結果の詳細な比較結果について報

告する。	 

	 

2 手法	 

	 対象地を熟知した車椅子利用者が移動時に実

際に選択する経路を、そのユーザにとって 適

な経路（以下ユーザ経路）であると仮定する。	 

	 対象地の各経路における、道の特徴（道幅や

傾斜など）、筋力負担など、計測・調査データ

をもとに算出した移動経路と比較し、ユーザ経

路との一致度を向上することで 適経路に必要

な要因を導き出す。	 

	 経路の比較において、ユーザ経路とその他の

経路の経路区間は、全て一致、全て不一致の場

合以外に、一部分が一致する場合がある。経路

選択において、来た道を引き返すことは通常行

わないため、一度別の経路区間を選択すると、

それに続けて選択する経路区間も異なるものと

なる。このような状況で単純に経路の一致割合

を評価しても十分な評価結果にはならないと考

えられる。そのため本研究では、代替経路区間

という概念を導入している[3]。	 

代替経路区間	 

	 経路の一致度評価手法として、代替経路区間

を定義する。代替経路区間とは、距離の差が大

きくなく、同じ方角に進んでいる経路区間のこ

とを示す。場合によって１つの経路区間が分割

された複数の経路区間によって代替される場合

も有る。	 

	 

3 実験	 

	 比較する経路として、距離が 小の「 短経

路」、筋電計を用いて計測した、車椅子で通行

する際の腕部分左右６箇所の筋活動量合計が

小となる「筋活動量 小経路」を用いた。対象

地として、熊本市の中心市街地 17.5 ヘクタール、

214 本の経路区間を設定した。各経路区間につい

ては事前に経路の状態、バリア、歩行者、車両

通行などの調査を行った。この対象地内で、３

つの出発目的地点間における、「ユーザ」、

「 短」、「筋活動量 小」経路を算出し、車

椅子利用者による実際の走行実験を行った。ユ

ーザ経路はアンケート形式で、地図上に経路を

記述してもらい取得した。走行実験終了後に WS

を開催し、車椅子利用者から各経路走行時の感

想や気づきを得た。	 

	 出発目的地点は、E-1	 書店 T から市役所通用

口、E-2	 花屋から市役所自転車置き場付近、E-3	 

商業施設 T 東館から N 銀行の 3 種類である。
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図 1.	 対象地と E-2 のユーザ経路	 

4 結果	 

	 8 名の回答より、E-1	 は 2 種類、E-2 は 4 種類、

E-3 は 2 種類のユーザ経路を取得した。経路区間

の分析結果の抜粋を表 1 に、また、ユーザ経路

の一例を図 1 に記載する。経路区間の分析結果

より、それぞれの出発目的地点の経路全体を分

析した。	 

	 E-1 は、車椅子利用者 8 人中 4 人は大通りを通

る経路を選択していたが、3 人が 短経路、筋活

動量 小経路と同じ経路を選択していた。この

実験での経路選択における明らかな違いは見ら

れなかった。E-2 では、8 人中 6 人が対象地のメ

インとなる大通りを選択していた。この通りは

幅が広く段差の乗り降りがないため一定の速度

で走行することができる。E-3 では、8 人中 7 人

が大通りを選択した。	 

	 	 

5 考察	 

	 今回求めた 短経路、筋活動量 小経路は、

車椅子利用者のユーザ経路と一致しなかった。

ユーザ経路との比較結果から、車椅子利用者は、

段差の乗り降りがなく、幅が広く、雨でも通る

ことができる大通りを選択する傾向があった。	 

	 また、WS 内の意見収集より、E-2 の筋活動量

小経路は、段差が多くあり、歩行者が車椅子

に気が付かない死角の経路区間がある等危険な

場所があり、車椅子利用者も日常把握していな

い問題点が存在することがわかった。また、ど

の経路でも、段差の乗り降り、上り坂や下り坂

よりも横勾配が気になるという意見が多く出さ

れた。	 

	 

6 まとめ	 

	 車椅子利用者にアンケート形式で出発目的地

点の経路を記入、実際に走行し、意見収集を行

った。ユーザ経路と 短経路、筋活動量 小経

路の詳細な比較を行った。一部分が一致する経

路には、代替経路区間を使用、比較を行った。

車椅子利用者は、幅が広い対象地のメインとな

る大通りを主に選択しており、段差の乗り降り

や横勾配を気にすることが明らかになった。	 

	 今後は、段差の乗り降りや横勾配を考慮した

経路を算出し、比較を行う。	 
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表 1.	 E-2 経路分析結果	 

 経路の種類 含まれる経路区間 経路区間の特徴 

代
替
経
路
組 E

2
-
1
 

最短経路 

ユーザ経路 b	 
172-171,171-169 

点字ブロックがあり、幅は他の経路より狭めで人通りが多いため、前に人が歩いて

いたら追い越すことは難しい。そのため、自分のペースで行くことが困難である。反

対車線の道に行くための信号待ちで立ち止まっている人も多く、人を避けて通らなけ

ればならない。少し勾配のある下り坂。他の経路と比較すると使用する筋力が一番

大きい。 

筋活動量最小経路 

ユーザ経路 c	 
136-134 

勾配が高めの下り坂。人通りが多い。 

ユーザ経路 a,d,e,f,g,h	 13-12 
他の経路と比較して圧倒的に距離が長い。他の経路も障害物はあるが特にユーザ

経路は多い。 

代
替
経
路
組 E

2
-
2
 

最短経路 

ユーザ経路 b 

136-137,137-172 

 

屋根がある。人通りが多く、すれ違うことが多い。車道沿いに手すりがあり圧迫感を

感じる。障害物や標識などが多い。 

筋活動量最小経路 

ユーザ経路 c 
118-162,162-156 

日陰。標識はあるが柵などはないため、圧迫感は感じられず開放的。車が止まって

いることがしばしばあり、通りにくいこともある。段差の乗り降りがある。 

ユーザ経路 a,e,f,g 134-169 
屋根がある。人通りが多いが幅が広いので人とのすれ違いは容易い。人通りが多

く、幅も広く、車は通らないので安心感がある。 

ユーザ経路 d,h 
117-160,160-

159,159-155 

他の経路と比較して、一番筋力を使用してこがなければならない。明るく、開放的。

点字ブロックがあり、通れる幅が狭くなる。 
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